
世帯数 13,696 

（昭和51年 1月 1日現在）住民基本台帳から 

市の 人 口 	男 25,027 人 

51,786 人 女 26,759 人 
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一
一月
七
日

（
 

土
）
晴
時

々
雪

は
く
つ
る
一
〇

分
遅
れ
、
七
時

二
〇
分
青
森
に

つ
く
。
 

自
治
会
館
別
館

で
朝
食
を
と
る
。
 

八
時
半
す
ぎ
市
町
村
職
員
退
職

手
当
等
組
合
の
原
子
事
務
局
長

が
お
出
で
に
な
り
、
組
合
議
会

の
日
程
や
自
治
会
館
運
営
に

つ

い
て
の
打
ち
合
わ
せ
を
終
っ
て

後
、
さ
る
五
日
在
京
中
に
知
ら

さ
れ
た
衛
生
処
理
組
合
逆
瀬
川

事
務
局
長
の
報
告
の
内
容
を

確

認
の
た
め
県
議
会
事
務
局
ヘ

・

そ
の
結
果
「
北
部
衛
生
セ
ン
タ
 

ー
の
し
尿
処
理
水
を

岩
木
川
お

よ
び
日
本
海
沿
岸
に
投
棄
す
る

こ
と
に
反
対
に

つ
い
て
の
陳
情

書
」
 
は
、
 一
二
月
四
日
付
け
で
、
 

ま
た
 
「北
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
の

し
尿
処
理
水
を
投
棄
の
た
め
に

す
る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
敷
設
お

よ
び
給
排
用
ポ
ン
プ
施
設
の
設

置
反
対
に
つ
い
て
の
陳
情
圭
ど
は
、
 

同
月
九
日
付
け
で
そ
れ
ぞ
れ
収

受
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ

た
の
で
、
さ
っ
そ
く
秘
書
課
を

訪
ね
た
が
、
知
事
は
目
下
新
年

度
予
算
査
定
の
た
め
外
出
中
と

の
こ
と
で
、
工
藤
課
長
に
後
日

を
約
し
て
辞
し
、
別
館
に
お
も

む
き
佐
々
木
環
境
衛
生
課
長
に
、
 

さ
る
二
月
三
日
の
衛
生
処
理
組

合
議
会

の
経
過
等
を
ご
報
告
申

し
あ
げ
て
い
た
ら
青
森
工
事
事
 
 

務
所
井
上
河
川
管
理
課
長
も
お

出
で
に
な
っ
た
の
で
、
こ
の
間

題
に
つ
い
て
じ
つ
く
り
懇
談
し

た
。
ふ
た
つ
の
反
対
陳
情
に

つ

い
て
は
、
 二
一
月
県
議
会
に
お

い
て
環
境
厚
生
労
働
委
員
会
に

付
託
に
な
り
、
二
度
に
わ
た
っ

て
常
任
委
員
会
が
開
か
れ
た
も

の
の
、
実
質
的
な
審
議
に
至
ら

ず
「
現
地
調
査
の
上
」
と
い
う

こ
と
な
ど
か
ら
継
続
審
査
と
な

っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
こ
れ
と

は
別
に
知
事
宛
の
反
対
陳
情
も

出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
さ
れ
た
の
で
、
ひ
き
つ
づ
き

七
尾
環
境
保
健
部
長
と
も
十
分

話
し
あ
っ
た
が
、

い
ず
れ
に
せ

よ
放
流
水
問
題
が
新
た
な
る
段

階
に
入
っ
た
も
の
と
判
断
し
、
 

総
合
的
な
解
決
策
を
急
が
ね
ば

な
ら
な
い
と
痛
感
。
さ
ら
に
補

助
、
起
債
の
こ
と
で
、
東
北
財

務
局
青
森
財
務
部
へ
、
そ
し
て

ま
た
県
庁
地
方
課
へ
と
ひ
つ
か

え
し
、
約
東
の
時
間
を
ず
い
ぶ

ん
遅
れ
て
午
後
二
時
半
、
よ
う

や
く
青
森
工
事
事
務
所
に
水
越

所
長
を
訪
ね
る
。
こ
こ
ろ
か
ら

深
謝
す
。
 

三
時
半
、
自
民
党
県
連
会
計

監
査
。
六
時
、
柏
原
町
内
会
新

年
宴
会
。
七
時
、
川
浪
金
昇
氏

御
母
堂
さ
ん

の
お
通
夜
に
お
悔

み
申
し
あ
げ
、
八
時
半
に
は
平

和
町
集
会
所
へ
と
足
早
や
に
出

席
、
帰
宅
後
来
客
あ
り
。

一
一

時
就
床
。
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“市
政
に
あ
な
た
の
声
を
《
 
地
域
の
実
情
と
特
性
に
根
ぎ
し
た
問
題
点
を
話
し
合
う
「
地
域

市
民
集
会
」
は
、
さ
る

一
月
二
十
六
日
か
ら
五
日
間
、
市
内
十
の
地
区
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
o
 

期
間
を
通
じ
て
、
市
民
集
会
に
は
、
の
べ
四
百
五
十
人
の
市
民
が
出
席
、
豊
か
な
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
を
願
う
皆
さ
ん
か
ら
四
百
件
ほ
ど
の
身
近
な
ご
意
見
、
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
o
 

がわら会場で よ
 

・

し
 

一
 」
 

市政ダイヤル 
市政についての

行事や予定は 

か⑤ 4321 

一
月
二
十
九
日
午
後
、
産
経

会
館
で
お

こ
な
わ
れ
た
五
所
川

原
会
場
に
は
百
人
近
い
市
民
が

出
席
し
ま
し
た
。
佐
々
木
市
長

が
、
装
い
を
新
た
に
し
た
「
地

域
市
民
集
会
」
 
につ
い
て
説
明

し
た
あ
と
「
不
況
下
で
も
あ
り

ま
す
の
で
、
新
年
度
予
算
は
景

気
浮
揚
策
を
踏
ま
え
て
編
成
し

て
ゆ
き
た
い
。
」
 
と
あ
い
さつ
、
 

福
祉
、
国
体
関
係
、
農
政
、
商

工
振
興
な
ど
、
施
策
全
搬
に

つ

い
て
所
信
を
述
べ
ま
し
た
。
 

集
会
に
出
席
し
た
皆
さ
ん
か

ら
は
 
「市
道
の
側
溝
を
改
修
し

て
ほ
し
い
」
 
「団
地
内
の
幹
線

道
路
の
完
全
舗
装
を
」
 
「用
水

堰
の
保
護
サ
ク
の
取
り
付
け
」
 

「外
灯
に
対
す
る
補
助
」
 
「消

火
栓
の
設
置
」
な
ど
、
道
路
、
 

下
水
、
側
溝
関
係
、
外
灯
、
交

通
、
環
境
衛
生
、
防
火
、
公
共

施
設
、
社
会
福
祉
関
係
、
市
政

全
搬
に

つ
い
て
、
あ
わ
せ
て
八

十
八
件
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
 
 

た
。
 

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
ご
意
見
、
 

要
望
に
対
し
早
急
に
解
決
を
必

要
と
す
る
も
の
は
、
五
十

一
年

度
予
算
に
反
映
、
長
期
間
に
わ

た
る
問
題
に

つ
い
て
は
、
長
期

計
画
を
た
て
逐
次
解
決
し
て
行

く
方
針
で
す
。
 

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
 

四
月
一
日
か
ら
児
童
館
に
入
所

す
る
児
童
を
次
の
と
お
り
受
付

け
し
て
い
ま
す
。
 

▽
受
付
期
間
 

二
月
十
五
日

か
ら
二
月
二
十
九
日
ま
で
 

▽
受
付
場
所
 
市
社
会
福
祉

協
議
会

（
市福
祉
事
務
所
内
）
 

ま
た
は
も
よ
り
の
児
童
館
。

（
 

入
所
申
請
書
の
用
紙
は
、
児
童

館
、
社
会
福
祉
協
議
会

に
備
え

て
あ
り
ま
す
）
 

▽
対
象
児
童
 
三
歳
以
上
か

ら
就
学
前
ま
で
の
児
童
 

な
お
、
児
童
数
が
定
員
に
達

し
た
場
合
は
、
締
切
ら
せ
て
い
 

積
立
分
譲
住
宅
 

積
立
者
を
募

集
（
補
充
）
 

積
立
分
譲
住
宅
と
は

一
定
期

間
分
譲
代
金
の
一
部
を
積
立
て

積
立
金
満
了
時
の
年
度
に
分
譲

住
宅
を
譲
渡
す
る
も
の
で
す
。
 

こ
れ
に
は
、
積
立
金
に
対
す
る
 

た
だ
き
ま
す
。
 

児
童
館
と
定
員
は
次
の
と
お
 

り
で
す
。
 

市
で
は
、
 

皆
さ
ん
の

日
常
の
悩

み
、
困
り

ご
と
、
心

配
ご
と
を

解
消
し
明

る
く
楽
し

い
家
庭
生

活
を
築
い

て
も
ら
お

う
と
、
一
一

月
二
十
五
 

一
定
の
利
息
相
当
額
を
付
す
る

ほ
か
住
宅
金
融
公
庫
か
ら
融
資

が
う
け
ら
れ
ま
す
。
 

▽
場
所
 
広
田
住
宅
団
地
 

▽
期
間
 
申
込
者
を
登
録
名
簿

に
登
録
し
、
随
時
先
着
登
録
者

よ
り
実
施
い
た
し
ま
す
。
 

▽
受
付
場
所
 
市
都
市
計
画
課
 

，
⑤
二

一
一
一番
内
線
二
三
四

担
当
 
山
口
）
 

日
（
水
）
、
市
民
文
化
会
館
第

一
集
会
室
で
、
「

一
日
総
合
市

民
相
談
所
」
を
開
き
ま
す
。
 

当
日
は
、
午
前
十
時
か
ら
午

後
三
時
ま
で
次
の
関
係
機
関
が

相
談
に
あ
た
り
ま
す
。
お
気
軽

に
お
い
で
く
だ
さ

い
。
 

料
金
は
不
要
で
す
。
 

青
森
家
庭
裁
判
所
五
所
川
原

支
部
、
青
森
地
方
法
務
局
五
所

川
原
支
局
、
五
所
川
原
税
務
署

公
共
職
業
安
定
所
、
五
所
川
原

土
木
事
務
所
、
五
所
川
原
商
工

会
議
所
、
五
所
川
原
人
権
擁
護

委
員
協
議
会
、
行
政
相
談
員
、
 

五
所
川
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
 

I 

し配ごとがありませんカ1 

一器市民相談所開く 	I 
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松が丘児童館 松野木 60 

杉の子 	ノノ 羽野木沢 

あじさいノノ 七ッ館 

かいどうノソ 金 	山 

っっじが丘ノノ 神 	山 

梅 	泉 	ノノ 梅 	田 

いく じ 	ノ’ 

ひまわりノソ 幾世森 



不
況
下
の
出
稼
ぎ
。
そ
の
現

状
は
？
。
 
“安
全
で
明
る
い
出

稼
ぎ
）
も
、
叫
ば
れ
て
久
し
い
。
 

「雪
こ
降
て
ら
が
」
 
「火
事
こ

ね
で
ら
が
」
。
ふ
る
さ
と
を
案

じ
る
、
出
稼
者
の
顔
に
も
不
況

の
カ
ゲ
リ
が
ー
。
さ
さ
や
か
な

ふ
る
さ
と
の
か
お
り
を
手
み
や

げ
に
、
市
出
稼
対
策
室
が

一
月

十
七
日
か
ら
七
泊
八
日
の
日
程

で
お
こ
な
っ
た
、
以
下
は
、
 
「
 

出
稼
者
の
激
励
巡
回
訪
問
記
」
。
 

十
七
日
。
田
巾
山
山稼
対
策
室

長
と
、
青
森
十
六
時
二
十
五
分

発
「
日
本
海
一
『西
 
で
訪
問
の

途
に
。
十
八
日
朝
七
時
十
分
、
 

京
都
着
。
朝
食
。
佐
々
木
市
長
、
 

笹
森
秘
書
と
合
流
の
た
め
名
古

屋
へ
。
新
幹
線
、
雪
で
三
十
分

遅
れ
る
。
 

午
後
一
時
、
 
「名
古
屋
季
節

移
動
労
働
者
援
護
相
談
所
」
訪

問
。
藻
川
の
乗
田
さ
ん
、
ひ
ょ

っ
こ
り
顔
を
み
せ
る
。
 
「や
あ
、
 

よ
ぐ
き
た
な
あ
」
。
肩
を
た
た

き
、
再
会
を
喜
こ
ぶ
。
ふ
る
さ

と
の
話
し
に
花
が
咲
く
。
午
後

六
時
。
佐
々
木
市
長
「
や
あ
ご

く
ろ
う
」
 
と
声を
か
け
、
入
っ

て
き
た
。
日
程
を
打
ち
合
わ
せ
、
 

夜
十
一
時
、
同
所
に
休
む
。

一

泊
（
暖
房
費
込
み
）
一
一
百五
十

円
。
 

十
九
日
。
朝
六
時
、
起
床
。
 

駅
前
で
朝
食
。
九
時
半
、
 
「青

森
県
名
古
屋
事
務
所
」
訪
問
。
 

出
稼
ぎ
担
当
坂
本
主
任
、
丹
羽

相
談
員
の
案
内
で
、
地
下
鉄
、
 

バ
ス
を
乗
り
継
ぎ
、
 
「愛
知
機

械
（
株
）
会
社
」
 
へ
。藻
川
の

乗
田
さ
ん
、
戸
沢
の
間
山
さ
ん
、
 

飯
詰
の
斉
藤
さ
ん
ら
と
懇
談
。
 

車
の
エ
ン
ジ

ン
生
産
。
日
産

二
・
五
干
ー
三
千
台
、
月
産
七
 

・

五
万
台
ー
八
万
台
、
年
産
八

十
万
台
ー
九
十
万
台
、
と
聞
か
 

さ
れ
て
、
び
っ
く
り
。
 

乗
田
さ
ん
（
リ
ー
ダ
 

ー
）
の
話
。
 
「会
社

の
雰
囲
気
？
、
家
庭

的
だ
。
寮
、
食
い
物
、
 

仕
事
、
申
し
分
な
し
。
 

週
休
二
日
制
、
時
間

外
望
み
な
い
。
実
収

は
、
去
年
よ
り
ぐ
ん

と
減
る
か
も
。
不
況

ト
で
仕
事
が
で
き
、
 

金
が
も
ら
え
る
の
は
、
 

よ
い
方
か
も
知
れ
な

い
。
月
収
は
、
平
均

十
二
万
円
j
十
三
万

円
位
。
」
記
念
写
真

を
撮
る
。
 
「が
ん
ば

れ
」
 
と握
手
。
 

午
後
三
時
。
 
「中
 

新
工
業

（株
）
会
社
 

」
着
。
合
板
会
社
。
藻
川
の
竹

谷
さ
ん

（
リ
ー
ダ

ー
）
、
 ほ
か

夫
婦
五
組
み
。
独
身
五
人
、
計

十
五
人
。
 
「
五
所
川
原
人
は
、
 

よ
く
働
く
」
 
と
、中
村
社
長
。
 

市
長
も
に
っ
こ
り
。
反
面
、
 
「
 

状
況
が
厳
し
い
の
で
、
会
社
の

た
め
、
自
分
の
た
め
働
い
て
く

れ
る
人
は
来
年
も
採
用
す
る
。
 

不
良
出
稼
者
は
採
用
し
な
い
。
」
 

竹
谷
さ
ん
の
話
。
 

「
週
休
一
一

日
制
。
月
収
平
均
、
男
十
万

ー
 

十
三
万
円
。
女
、
七
、
八
万
円

位
。
時
間
外
な
し
。
春
に
は
、
 

赤
ち
ゃ
ん
が

一
人
増
え
て
、
十

六
人
で
帰
る
。
」
 

留
守
家
庭
の
 

巡
回
訪
間
を
実
施
 

な
お
、
市
出
稼
対
策
室
で
は
、
 

激
励
巡
回
訪
間
の
報
告
を
か
ね
、
 

二
月
十
七
日
か
ら
十
日
間
、
出

稼
ぎ
留
守
家
庭
の
巡
回
を
お
こ

な
い
ま
す
。
 

/
 

春
と
夏
の
出
稼
ぎ
者
を
対
象

と
し
た
「
現
地
選
考
会
」
が
、
 

次
の
日
程
で
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
 

V
求
人
内
容
 
建
設
業
、
製

造
業
、
そ
の
他
 

▽
神
奈
川
 
二
月
二
十
三
日

▽
埼
玉
 

二
月
二
十
四
日

▽
愛
知
 
二

月
二
十
五
日

▽
東
京
 
二

月
二
十
六
日

▽
静
岡
 
一
一
月
一
一
十七
日

な
お
、
時
間
は
、

い
ず
れ
も

午
前
九
時
か
ら
。
場
所
は
、
市

内
上
平
井
町
「
北
地
方
教
育
会
 

館
」
で
す
。
 

当
日
、
雇
用
保
険
受
給
者
は
、
 

受
給
資
格
者
証
を
提
示
し

て
く

だ
さ
い
。
 

消
火
器
の
押
売
 

り
に
こ

注
意
 

最
近
、
 一
般
の
家
庭
を
訪
問

し
、
）毎
戸
に
必
ず
消
火
器
を
置

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
か
、
 

火
災
予
防
条
例
ま
た
は
消
防
法

の
基
準
と
か
で
、

強
引
に
消
火

器
を
押
し
売
り
す
る
悪
質
業
者

が
横
行
し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
悪
質
業
者
は
、
 

市
内
の
消
火
器
販
売
業
者
で
は

な
く
、
県
外
の
中
央
都
市
か
ら

来
る
業
者
の
よ
う
で
す
の
で
、
 

皆
さ
ん
に
そ
の
よ
う
な
被
害
に

あ
わ
な
い
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
 

消
火
器
の
備
え
付
け
な
ど
に

つ
い
て
不
審
な
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
市
消
防
本
部
予
防
係
（
 

電
話
⑤
4
3
8
2
番
）
に
お
問

い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

⑧
灯
油
百
認

以
上
五
百
昌
未

満
（
五
百
昌
以
上
は
許
可
制
度
 

）
、
ま
た
は
プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
を

貯
蔵
、
取
り
扱
い
し
て
い
る
場

合
は
、
消
火
器
を
備
え
る
こ
と

が
消
防
法
等
で
規
制
さ
れ
て

い

ま
す
。
 

春
夏
期
、

出
稼
者
の
 

ノ
 

現
地
選
考
会
 
ノ
 

出稼者の激励巡回訪間記 

その1 

名古屋、愛知機械工業（株J にて 

rー安全で明るい一へ 
しーー一一ーー出稼ぎ月間ーJ 

▽期間 2 月15Fj-- 3 月14日まで 

▽ E催 青森県、市町村、公共職業安定所 

①出稼労働者の社会的、経済的地位を高め、適性と能力に合っ

た就労を期するため、公共職業安定所の紹介による就労を実行し

よう。 

②昨今の出稼ぎを取り巻く厳しい現実を認識し、少なくとも高

度経済成長時におけるのと同一の感覚で就労することのないよう

白戒しよう。 

③
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No. 	15 
市民運動実践項目
花いっばい運動 

m
家
庭
で
は
、
花
を
植
え
、
う

る
お
い
の
あ
る
環
境
を

つ
く
ろ
 

・

つ
。
 

①
家
の
ま
わ
り
に
季
節
の
花

を
植
え
、
窓
辺
や
部
屋
J豊
化

で
飾
ろ
う
。
 

②
学
校
、
職
場
で
は
、
花
を
植

え
美
し
い
環
境
を

つ
く
ろ
う
。
 

①
き
れ
い
な
花
壇
を
作
り
み

ん
な
で
手
入
れ
を
し
よ
う
。
 

②
教
室

や
職
場
タ
花
で

飾
り
 

美
し
い
環
境
に
し
よ
う
。
 

⑧
公
共
の
場
所
の
花
を
み
ん
な

で
育
て
、
花
い
っ
ぱ
い
の
国
体

を
迎
え
よ
う
。
 

①
駅
前
、

沿
道
な
ど
季
節
の

花
を
育
て
よ
う
。
 

②
市
街
地
の
フ
ラ

ワ
ー
ポ
ッ

ト
は
、
季
節
の
花
を
欠
か
さ

な
い
よ
う
に
み
ん
な
で
手
入

れ
し
よ
う
。
 

③
公
共

用
地
の
花
壇

の
花
は
、
 

み
ん
な
で
大
事
に
し
、
す
す

ん
で
季
節
の
花
を
育
て
よ
う
。
 

ゆたかl 「心 

高
ま
る
国

体
「
 ,' 

税金のことなら無料でご相談をお受けします。 

お忙しい方は、電話や手紙でも結構です。 

仙台国税局 

税務相談室 仙台市上杉 1丁目 1- I 

仙台北税務署 3階 （0222)2 】～ 3007 

青森分室 青森市本町1丁目6- 5 

青森税務署 1階 （ 0177)2 3- 2 3 7 9 

市
の
地
域
市
民
集
会
の
席
上
 

「
あ
す
な
ろ
国
体
」
 
の名
称
が

ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
た
か
、
 

に
つ
い
て
質
間
さ
れ
た
の
で
、
 

次
に
経
過
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

「青
森
国
体
」
 
の顔
と
い
う

べ
き
、
テ
ー
マ
、
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
、
県
民
か
ら
公
募
さ
れ
、
応

募
が
予
想
を
は
る
か
に
上
回
っ

て
、
テ
ー
マ
が
、
二
千
八
百
三

十
二
点
、
ス
ロ
・
』”
ン
が
一
千

八
百
七
十
四
点
、
応
募
総
数
四

千
七
百
六
点
も
よ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
 

こ
れ
ら
の
応
募
作
品
は
、
三

年
前
の
六
月
七
日
、
委
嘱
さ
れ

た
六
人
の
審
査
員
に
よ
っ
て
三

回
に
わ
た
り
選
考
が
お
こ
な
わ

れ
、
テ
ー
マ
に
、
む

つ
市
の
岩
 
 

村
俊
雄
さ
ん
が
応
 
一
 

募
さ
れ
た
「
あ
す
 

な
ろ
国
体
」
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
 

西
郡
森
田
中
学
校
三
年
、
川
村

好
孝
さ
ん
の
「
心
ゆ
た
か
に
力

た
く
ま
し
く
」
が
選
ば
れ
、
審

査
委
員
長
か
ら
青
森
県
国
体
準

備
委
員
会
会
長
に
答
申
し
た
結

果
、
答
申
ど
お
り
決
ま
り
、
七

月
十
日
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
 

「
あ
す
な

ろ
 

国
体
」
の
由
来
 

「あ
す
な
ろ
」
は
、

ヒ
ノ
キ

科
ァ
ス
ナ
ロ
属
の
常
緑
高
木
。
 

わ
が
郷
土
、
青
森
で
は
、
ヒ
バ

と
呼
び
「
県
の
木
」
に
指
定
。
 

木
曽
の
ヒ
ノ
キ
、
秋
田
の
杉
と
 
 

並
び
、
日
本
三
大
美
林
と
称
さ

れ
る
自
然
純
林
を
豊
か
に
保
っ

て
青
森
県
の
風
土
を
形
づ
く
っ

て
い
ま
す
。
 

「あ
す
こ
そ
、
ヒ
ノ
キ
に
な

ろ
う
」
。
あ
す
を
め
ぎ
し
て
成

長
に
努
め
る
、
と
い
う
伝
説
の

木
。
そ
の
未
来
志
向
の
姿
こ
そ

国
体
開
催
を
契
機
に
飛
躍
を
め

ざ
す
若
き
青
森
県
の
象
徴
と
い

う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
四
丞
す
と
通

じ
て
変
わ
ら
な
い
常
緑
は
、
郷

土
の
豊
か
な
自
然
の
源
を
な
す

と
と
も
に
、
国
体
史
上
初
の
冬
、
 

夏
、
秋
の
完
全
国
体
の
シ
ン
ボ

ル
と
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
。
 

「永
遠
の
若
さ
」
 
と
「た
ゆ

ま
ぬ
前
進
」
。
国
体
を
迎
え
る

青
森
県
民
は
、
そ
の
夢
と
希
望

を
「
あ
す
な
ろ
」
に
託
し
、
高

く
掲
げ
る
の
で
す
。
 

「
心
ゆ

た
か
に
 

力

た
く
ま
し

く
」
 

力
の
限
り
を
競
う
ス
ポ
ー
ツ

マ
ン
の
姿
は
、
内
に
心
の
輝
き

を
秘
め
て
さ
ら
に
美
し
い
。
ゆ

た
か
な
心
は
、
あ
ふ
れ
る
力
の

源
泉
、
心
身
の
調
和
あ
る
成
長

を
め
ぎ
す
全
国
の
若
人
に
栄
光
 

を
。
 

（
国
体
室
）
 

生
活
環
境
 

パ
ト

ロ
ー
ル
本
部
 

住
磁

つ
く
りー
器
 

ー
 
所
得

税

の
申
告
ー
 

納

税
 
は

ー
 

昭
和
五
十
年
分
の
所
得
税
の

確
定
申
告
と
納
税
は
三
月
十
五

日
ま
で
で
す
。
 

も
う
申
告
は
お
済
み
で
し
ょ

う
か
。
期
限
に
遅
れ
て
申
告
を

し
ま
す
と
、
無
申
告
加
算
税
が

か
か
っ
た
り
、
税
法
上
有
利
な

取
扱
い
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ

た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
納
税
が

遅
れ
ま
す
と
、
延
滞
税
が
か
か

り
ま
す
。
余
計
な
税
金
を
納
め

な
い
た
め
に
も
、
期
限
内
に
申

告
を
済
ま
せ
ま
し
よ
う
。
 

（五
所
川
原
税
務
署
）
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氷
雪
路
盤
も

こ
な
ご
な
 

最
新
の
除

雪
機
配

備
 

／ーーど 7プ 予防接種は中止ですーーフ 
／ 	ノ ソ ノ 	 ／ 

	 入学児童対象の一／ 

市
で
は
、
昨

年
十
二
月
、
こ

と
し
四
月
市
立

小
学
校
に
入
学

す
る
児
童
を
対

象
に
ジ
フ
テ
リ

ア
の
予
防
接
種

を
お
こ
な
い
三

月
に
再
度
実
施

す
る
予
定
で
し

た
が
、
対
象
者

の
約
四
〇
％
が

未
接
種
な
の
と
、
 

こ
と
し

一
月
十

九
甘
付
県
通
達

に
よ
り
中
止
す

る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
の
で
市

で
も
接
種
を
中

止
し
ま
す
。
 

国
民
年
金
の
「
老
齢
年
金
」
 

は
、

一
定
の
期
間
か
け
金
を
納

め
た
人
に
六
十
五
歳
か
ら
支
給

さ
れ
ま
す
が
、
本
人
の
希
望
に

よ
り
六
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま

で
の
間
な
ら
、
支
給
開
始
を
繰

り
上
げ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
 

最
近
は
、
こ
の
繰
り
上
げ
請

求
を
す
る
人
が
目
立
っ
て
多
く

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の

繰
り
上
げ
請
求
を
す
る
と
、
」ハ

十
五
歳
か
ら
支
給
を
う
け
る
場

合
を
百
と
す
れ
ば
、
大
幅
に
減

額
さ
れ
、
次
の
よ
う
に
少
な
い

割
り
合
い
の
年
金
し
か
受
け
ら
 
 

れ
な
く
な
り
ま
す
。
 

六
＋
→
威
以
上
、
六
十
一
歳
未

満
で
受
け
る
場
合
 
五
八
％

六
十

一
歳
以
上
、
六
十
二
歳

未
満
で
受
け
る
場
合
 
六
五
％

六
十
二
歳
以
上
、
六
＋
三
歳

未
満
で
受
け
る
場
合
 
七
二
％

六
十
三
歳
以
上
、
六
十
四
歳

未
満
で
受
け
る
場
合
 
八
〇
％

六
十
四
歳
以
上
、
六
十
五
歳

未
歳
で
受
け
る
場
合
 
八
九
％

こ
の
繰
り
上
げ
請
求
に
よ
っ

て
減
額
さ
れ
た
割
り
合
い
は
、
 

そ
の
人
が
六
十
五
歳
に
な
っ
た

後
も
生
涯
続
き
ま
す
。
 

物
価
ス
ラ
イ
ド
な
ど
で
年
金
 

市
建
設
課
で
は
、
こ
の
ほ
ど

最
新
鋭
の
高
性
能
除
雪
車
一
台
 

ー
写
真
ー
を
構
入
し

ま
し
た
。
 

除
雪
車
は
、
新
潟
鉄
工
所
（
 

株
）
製
作

の
「
ニ
イ
ガ
タ
N
H
 

R
ー
廿
口
ー
タ
廿
除
雪
機
」
 
で
、
 

価
格
は
、
千
四
百
八
十
二
万
六

千
円
。
市
街
地
で
も
威
力
が
発

揮
で
き
る
よ
う
、
他
の
車
線
を

閉
鎖
し
な
い
で
積
み
込
み
除
雪

が
で
き
ま
す
。
 

ま
た
、
前
後
左
右
ど
こ
へ
で

も
正
確
に
投
雪
で
き
る
ほ
か
、
 

強
力
な
オ
ー
ガ
で
硬
い
氷
雪
路

盤
の
除
雪
も
で
き
ま
す
。
 

額
が
増
額
さ
れ

て
も
、
や
は
り

同
じ
割
り
合
い
で
減
額
さ
れ
ま

す
。
 

こ
う
し
た
減
額
を
、
十
年
年

金
に

つ
い
て
み
ま
す
と
、
次
の
 

よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
み
ま
す
と
、
病

弱
な
人
な
ど
早
く
年
金
を
受
け

る
必
要
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
 

一
般
に
は
、
六
十
五
歳
か
ら
、
 

減
額
さ
れ
な
い
年
金
を
請
求
さ

れ
る
の
が
よ
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
 

ー

税
に
不
服
の
 

あ
る
と
き

は
ー
 

税
務

署
か

ら
受
け
た
更

正

や
決
定
、
差
押
え
な
ど

の
処
分

に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
ま
ず

税
務
署
へ
そ
の
理
由
を
聞
い
て

み
て
、
納
得
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
れ
で
も
な
お
、
不
服

の
あ
る
と
き
は
、
そ
の
処
分
の

通
知
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら

二
か
月
以
内
に
、
そ
の
処
分
を

し
た
税
務
署
長
に
「
異
議
申
立

て
」
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

そ
の
「
異
議
申
立
て
」
に
対

す
る
税
務
署
長
の
決
定
に
な
お

不
服
の
あ
る
と
き
は
、
さ
ら
に

国
税
不
服
審
判
所
長
に
対
し
、
 

決
定
書
の
通
知
を
受
け
た
日
の

翌
日
か
ら

ー
か
月
以
内
に
、
 
「
 

審
査
請
求
」
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
 
「審
査
請
求
」
が
あ

っ
た
場
合
、
国
税
不
服
審
判
所

長
は
、
そ
の
申
立
て
を
認
め
る

か
ど
う
か
の
裁
決
を
し
ま
す
。
 

こ
の
裁
決
に
対
し
て
な
お
不
服

の
あ
る
と
き
は
、
訴
訟
を
起
こ

す
こ
と
も
で
き
ま
す
。
 

国
税
不
服
審
判
町
は
、
国
税

に
つ
い
て
の
納
税
者
の
権
利
救

済
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
機
関

で
す
。
課
税
や
徴
収
に
当
た
る

税
務
署
や
国
税
局
か
ら
分
離
し

た
第
三
者
的
立
場
で
、
審
理
・

裁
決
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
 

「異
議
申
立
て
」
や
「
審
査

請
求
」
 
の手
続
き
な
ど
に
つ
い

て
は
遠
慮
な
く
最
寄
り
の
税
務

署
や
仙
台
国
税
不
服
審
判
所
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

謹繰り上げ受給

よく考えて請求を 

50、

9 

49・

9 

49・

1 

46・

5 

年
 
月
 

一
七
、
六
八
七
円
 

五

一
三
円
 

一
二
、
五
〇
〇
円
 

〇
〇
〇
円
 

六
十
五
歳
 受

給
額
 

一
〇
、
二
五
八
円
 

八
、
四
一
七
円
 

七
、
二
五
〇
円
 

二

・
九
〇
〇
円
 

六
十
歳
繰
り

上
げ
受
給
額
 

七
、
四
二
九
円
 

〇
九
五
円
 

五
、
二
五
〇
円
 

二
、
 一
〇
〇
円
 

差
 

減
 

額
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め
し
ょ
う
と
す
る

も
の
で
す
。
 

簡
易
保
険
が
、
 

皆
さ
ま
の
く
ら
し

に
と
け
こ
ん
で
、
 

今
年
で
ち
ょ
う
ど

六
十
年
。
こ
の
間
、
 

おしらせ 

 

 

1
 

い
く
ら
し
の
設
計
 

「
 

一
 

簡
易
保
険
新
加
入
運
動
 
《
 

（
昭和
五
十

一
年
一
月
一
日
 

ー
三
月
三
十

一
日
）
 

△
こ
の
運
動
は
 

明
る
い
く
ら
し
づ
く
り
の
お

役
に
た

つ
よ
う
に
、
関
係
機
関

の
協
力
を
得
て
広
く
国
民
の
皆

さ
ま
に
、
簡
易
保
険
を
お
す
す
 

皆
さ
ま
の
身
近
に
あ
っ
て
、
い

ろ
い
ろ
な
事
故
災
害
、
お
子
さ

ま
の
教
育
、
老
後
の
生
活
な
ど

の
準
備
資
金
と
し
て
、
明
る
い

く
ら
し
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を

し
な
が
ら
堅
実
に
発
展
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
 

い
 

、
 

し
 

新しい図書のごあんな 

発 行 所 

電 力 新 報 社

原子力懇談会 

S ・B カレーKK 

日本能楽協会

エスビー食品KK 

日本ヴオ グ社

雄 鶏 社

鹿 島 K K 

東京スポーツ社

主 婦 の 友 社

雄 鶏 社 
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”
 
ク
 
ク
 

”
 
力
 
“
 

全
 
新
 

農 文 協

綜 合 農 研

読 売新 聞 社

全 林 改 協

新 光 社 

4
9
 "
 5
0
 "
 4
9
 

で
 お

子
さ
ん
の
小
、
中
学
校
ご

入
学
、
ご
進
学
を
前
に
、

い
ま

か
ら
高
校
、
大
学
の
学
資
金
の

準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

郵
便
局
の
「
学
資
保
険
」
 
は
、
 

そ
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
保
険

で
す
。
 （

五所
川
原
郵
便
局
）
 

社
 
社
 
館
 
店
 

館
 
堂
 

童
『
 

鹿 島 出 版 社 

隆
 

ク
 
出
 
文
 
“
 
学
 

京
 

北
 

鹿
 
集
 
角
 
小
 

東
 

新しい中国社

北 の 街 社

二戸文化史研究会

淡 交 社 

筑
 
小
 

中 央 公 論 社 

東 邦 出 版

筑 摩 書 房

小 学 館 

県 立 図 書 館

光 文 社

広 済 堂 

(9、文 学） 

糸山英太郎 

、ノ ク ロ ー ニ 

小 松 左 京

高 木 恭 造

山本コウタロウ

小島政次郎

コ ー ネ ル

ウールリ ッチ 

湯
 

新
 
？
一
一
一
 

集
 

真
 

協
 
亮
綱

国
 
繁
 
一
 
保
 
雄
 
男

一
一
勉
馴

会
 

庄

宗
章
正
欣
 

語

”
 

村
 
中
 
木
 
田
 
屋
 
山
 
上
 
旧
 
語

木
 
田
 
鈴
 
岡
 
土
 
松
 
水
 
告
一
ロ
 

樹

穂
 
男

茂
 
瑞
 

一

塚
 
田
 
村

貝
 
吉
 
中
 

作
 
ズ
 
広
一
一

子
一

ニ
 
之
 雄
 
館
 
郎
 
一
 
張
 

子
 

周
 
ル
 

征
 
道
 
誠
 
勝
 
出
 
八
 

誠
 
清
 
秦
 

女
 
日
 
」
子
 
“
 ｛
目
 

藤
 
工
 
石
 
養
 
田
 

乙
 
部
 
藤
 
村
 
本
 
口
 

遠
 
ウ
 
赤
 
林
 
犬
 
岡
 
早
 
長
 
小
 
内
 
森
 
松
 
井
 

(5、士 学） 

著 者 名 	 書 	 名 

電力新報社 原子力発電に対する疑問に答える

原子力懇談会 原子力の 日記念講演集

山崎峯次郎 ス パ ィ ス ・ ロ ー ド

爪 生 忠 夫 駅 弁 の 	旅 

山崎峯次郎 香 辛 料 

日本ヴオーグ社 刺 し ゆ う 図 案 集

雄 鶏 社 たのしい刺しゆう図案集

鹿島守之助 都市の地震災害と防止対策

清 水 桂 一 み そ と 梅 干

主婦の友社 に ん に く 健 康 法

三宅喜久子 こ ぎ ん 刺 繍

雄 鶏 社 ぬ い ぐ る み 

(6、産 業） 

香 月 繁 孝 農 	薬 	便 	覧 

綜合農法五川土 は 生 き て い る 

読売新聞社 日 	本 	の 	士 

全 林 改 協 森 	と 	民 	謡 

(7、芸 術） 

田 中 庄 一 田 中 貞 三 遺 作 画 帳

鈴 木 宗 保 茶 の 湯 随 想

岡 田 章 雄 外 国 人 の 見 た 茶 湯 

し 

ー 木 

れ 

旅
 
ー
 

。
乙
 

辛
 

ぬ
 

覧
 
る
 
士
 
謡
樹
 

国
 
に
 
帳
 
想
 
湯
 

．
さ
 

は
 

中
 

画
 

し
 
ま
 
遺
 

い
 
作
 
随
 

薬
 
生
 
本
 
と
 

ン
」
 

の
 

飯
 
島
 
亮
 
庭
 
木
 
と
 
緑
 
化
 
樹
 

新
 
し
 
い
中
国
」
写
 
真
 
集
 
新
 
し
 
い
 
中
 
国
 

木
 
村
 
繁
 
流
 
れ
 
の
 
ま
 
・
 
に
 

中
 

貞
 

の
 

森
庭
 

司
 

悪
水
 
詐
 

日 本 沈 没 （上 ・ 下） 

幻の蝶あ る詩人 の 回想

誰 れ も 知 ら な か つ た

眼 中 の 人 

怪 奇 雨 男 

変 	だ 

明 	人 

り 絵 美

軽 	の 

対 

年 

太 陽 

の
 

だ
 

欺
 

下
 
回
 

戦
 
記
 
ー
 
想
 

ア
 
間
 
人
 
女
 
女
 
後
 
密
 

秘 	 密 

津 軽 か ら 飛 ん だ

日本古典文学全集謡曲集 

歌論集

弘 藩 明 治 一 統 志

悪 夢 の 設 計 者 

水 	 の 	 炎 

詐 欺 の 花 

一 分 間 の ス ピ ー チ 集

司 会 の 要 領 と 挨 拶

角 川 漢 相 中 辞 典 

1- 6年生の作文（全 6) 

反 対 語 大 辞 典 

純
 
日
 
幻
 
誰
 
眼
 

怪
 
大
 

透
 
送
 
津
 
男
 
定
 

挑
 

の
 愛

 

へ
 

や さ し い版画 ・版画 染 

たのしいホ ー ム ク ラ フ ト 

越 前 一 乗 谷 石 鶴 

そ
の
結
果
、

保
険
  

最
高
限
度
額
が
、
昨
年

十
二
月

金
や
配
当
金
と
し
て
 
二
十

七
日
か
ら
八
百

万
円
に
な

お
支
払
い
す
る
ま
で
 
り

ま
し
た
。
 

の
間
お
あ
づ
か
り
し
 

▽
二
十
四
年
五
月
以
前
の
ご
 

て
い
る
資
金
は
六
兆
 
契

約
に
特
別
指
置
 

円
を
超
え
、

学
校
、
 

お
申
し
出
に
よ
り
、
特
別
一
 

住
宅
、
道
路
の
建
設
 
時

金
を
お
支
払
い
し

て
契
約
を

な
ど
豊
か
で
住
み
よ
 
終

了
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

い
社
会
を
作
る
た
め
 

〔取
扱
期
間
〕
 

に
役
立
っ
て
お
り
ま
 

①
十
六
年
三
月
三
十
一
日
以
 

す
。
 

前
の
契
約
は
、
五
十

一
年
一
月
 

簡
易

保

険

に

つ
 

五
日
ー
五
十
三
年
十
二
月
三
十
 

い
て
の
お
知
ら

せ
 
日

ま
で
 

▽
保
険
金
の
最
高
 

②
十
六
年
四
月
一
日
以
後

の
 

額
が
引
き
上
げ
に
 

契
約
は
、
五
十
一
年
七
月
一
日
 

定
期
保
険
と
特
別
 
ー

五
十
四
年
六
月
三
十
日
ま
で
 

養
老
保
険
の
保
険
金
 

▽
学
資
プ
ラ
ン
は
簡
易
保
険
 

社
 
房
 
社
 
房
 
版
 
房
 

社
 

社
 
社
 
社
 

童
『
 
書
 
出
 

書
 
街
 

葉
 

文
 
プ
 
談
 

潮
 
談
 

笠
 

軽
 

ソ
 
京
 
の
 

双
 
三
 
光
 
津
 
ぺ
 
文
 
講
 

新
 
講
 
北
 

ア
ッ
 
あ
ぶ
な
い
 
坊
や
マ

マ
か
ら
 
離
れ
て
る
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4
9
 
ク
 
か
 

広
報
紙
の
早

期
配
布
に
ご
協
力
願
い
ま

す
 


	001
	002
	003
	004
	005
	006

